下顎全部床義歯の顎堤形態と義歯形態が維持力に及ぼす影響 by 石原 雅恵
 論文内容要旨 
 
 
論文題名 
Effect of the Shape of the Residual Ridge of Mandibular Complete 
Dentures’ and Denture Form on Retention Force 
（下顎全部床義歯の顎堤形態と義歯形態が維持力に及ぼす影響) 
 
 
掲載雑誌名 
The Journal of Prosthetic Dentistry（投稿中） 
 
 
 高齢者歯科学  石原雅恵 
 
内容要旨 
Ⅰ． 目的 
 義歯の維持力に影響する因子については今までに様々な研究が行われ
てきた．当講座では上顎全部床義歯において，測定部位の違いが維持力に
及ぼす影響を明らかにし，維持力の評価をする際の最適な部位および荷重
方法を決定した． 
しかし，下顎全部床義歯の維持力に関する要因には様々なものがあるが，
詳細には解明されておらず，維持力評価方法は確立されていない．また臨
床では開口量が大きくなれば維持力は低下することが経験的に知られて
いる．そのため，適正な維持力測定には，開口量の規定が必要である． 
そこで本研究では，維持力測定における適切な開口量と，実際に患者が使
用している義歯を用いて，顎堤形態と義歯形態が維持力に及ぼす影響を明
らかにすることを目的とした． 
 
Ⅱ． 方法 
 被験者は，インフォームドコンセントが得られた 37 名（男性 14 名，
女性 23 名，平均 83 歳）の下顎全部床義歯装着者とした．義歯と粘膜面
間に，介在液として人工唾液と口腔保湿剤（ジェルタイプ）を使用した．
上記の介在液に加え，来院時の維持力を測定した．デジタルプッシュプル
ゲージ®を用いて，左右中切歯正中部の切縁を咬合平面に対して斜め 45°
下方に牽引し，義歯が離脱した時の荷重量を維持力とした．測定時に開口
 量を，1 cm，2 cm，3 cmに規定して各 4 回ずつ測定した．ただし，測定
値が 20 N を超えた場合，患者が疼痛を訴えた場合は測定を中止した．2
回連続して測定を中止した部位は測定不能とした．臼歯部顎堤の高さと断
面形態は，当講座で開発した STスケールを用いて，採得した義歯の印象
上で測定した．また，中切歯切縁から前歯部歯槽頂間距離と中切歯切縁か
ら義歯後縁間距離を，複製義歯を製作し測定した．中切歯切縁・前歯部歯
槽頂・義歯後縁の位置関係を，維持力と比較した．  
なお本研究は，昭和大学歯学部医の倫理委員会の承認を得て実施した（承
認番号 2015-005号）． 
 
Ⅲ． 結果 
開口量の増加とともに，維持力は減少した（p＜0.05）．開口量 1 cm にお
いて変動係数は最も小さい値を示した．介在液の粘度が増加すると，義歯
の維持力も増加した（p＜0.05）．中切歯切縁から前歯部歯槽頂間の距離が
増加するに従い，維持力は減少した（p < 0.01）．また前歯部歯槽頂の相対
的な位置がより後方である場合，維持力は減少した (p < 0.01)．臼歯部顎
堤の断面形態と維持力に関係がなかったが，臼歯部顎堤高さが低いと，維
持力は小さかった（p < 0.05）． 
 
Ⅳ．考察 
下顎全部床義歯の維持力測定においては，開口量の規定が必要であること
が示され，開口量 1 cmが安定しており測定に最適であると考えられる．
前歯部切端までの長さと，前歯部歯槽頂の相対的な位置が維持力に関係す
ることが示された．また，臼歯部顎堤の断面形態ではなく，高さが維持力
に関係することが示された． 
